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企

業

規

模

大

塚

朗

二
つ
の
企
業
原
理

存
在
:
と
し
て
の
企
業
は
一
一
同
確
に
針
外
的
生
産
機
関
た
る
一
つ
の
一
般
的
性
格
を
持
っ
て
ゐ
る
。
し
か
し
、
か
、
る
も
の
と
し
て

の
企
業
的
活
動
問
を
統
一
す
る
内
国
的
指
導
原
理
は
、
凡
で
の
筒
槌
企
業
主
通
じ
て
凡
て
-
様
で
友
け
れ
ば
た
ら
自
の
で
は
な
い
。

現
貫
に
は
積
々
た
る
も
の
が
あ
り
得
る
。

し
か
し
、
純
粋
典
型
的
形
態
に
於
て
把
へ
て
見
れ
ば
、
そ
の
中
で
次
の
二
う
由
範
時
が
現

賓
的
、
経
験
的
に
最
も
重
要
政
意
義
を
持
っ
て
ゐ
る
。
却
ち
、
日
目
利
主
義
(
2
5
1
T
5去の
V
P
『乙

E
5
7自
宅
)
と
費
用
梢
償
宅
義
(
同
S
Z

E
o
n
E
d
z
s屯
」
又
は
財
要
充
足
主
義

(
F
E『
Eon何回国間屯
ENH司
)
と
白
二
つ
で
あ
る
。
己
、
に
二
つ
の
原
理
の
意
味
す
る
と
ヲ
し
ろ
白

要
知
を
述
べ
て
h
p

く
必
要
が
あ
る
。

酷
凸
利
主
義
と
は
最
た
可
能
的
利
潤
の
獲
得
が
企
業
的
生
産
の
目
的
と
さ
れ
た
る
揚
合
に
、
そ
白
企
業
的
所
動
剛
帽
を
支
配
す
る
内
而

的
規
律
の
根
本
的
、
中
幅
的
基
準
で
あ
る
。
凡
そ
企
業
に
よ
っ
て
の
生
産
物
は
針
債
を
得
て
市
揚
に
責
却
さ
れ
ね
ば
七
万
ら
由
。
そ
の

際
、
一
期
間
内
生
産
物
が
周
期
聞
に
全
部
寅
却
さ
れ
る
と
し
ゃ
う
。
そ
の
車
位
封
債
即
ち
慣
格
に
一
期
間
内
の
生
産
物
数
量
を
莱
ヒ

た
る
も
白
全
部
は
一
期
間
内
生
産
に
よ
る
買
上
(
閏
ユ
主
で
あ
り
、
若
〈
は
欣
待
(
F
R
E同
)
で
あ
る
。

一
方
、
生
産
は
ぞ
の
銭
の
傾
倣
犠

牲
た
る
生
摩
費
を
伴
ム
c

企
業
に
於
て
は
寅
却
さ
れ
た
る
右
生
産
物
自
生
産
の
嬬
に
生
中
る
純
生
産
費
を
、
己
れ
、
と
相
針
す
る
寅
上



か
ら
差
引
か
ね
ば
在
九
ぬ
。
そ
と
に
成
ホ
ナ
る
惜
別
徐
は
有
一
期
間
に
於
け
る
首
該
企
業
の
利
潤
で
あ
る
。
持
利
主
義
企
業
の
場
合
に

は
こ
れ
に
剥
し
て
、
か
i
h

る
意
味
の
碕
徐
の
最
大
可
舵
的
左
大
き
さ
の
成
立
を
最
高
基
準
と
在
せ
る
管
理
が
行
は
れ
る
。
最
も
事
熊

を
草
純
化
し
て
い
へ
ば
、

一
車
位
時
に
於
け
る
利
潤
の
最
大
友
る
揚
合
に
期
間
利
潤
も
最
大
に
な
る
と
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
印
ち
、
笹

利
正
義
は
一
向
単
位
時
の
最
大
利
潤
を
追
求
す
る
と
い
へ
る
。

財
一
安
定
足
主
義
と
い
ふ
は
れ
お
も
の
i

、
意
義
主
一
一
一
日
に
変
約
せ
ば
、
そ
れ
は
最
低
可
能
的
友
る
費
用
補
償
債
格
を
以
て
生
産
物
の

最
大
可
能
的
数
回
主
主
針
外
的
に
供
給
す
る
と
と
が
企
業
の
目
的
』
さ
れ
た
る
場
合
に
企
業
的
活
動
山
即
時
を
支
配
し
て
ゐ
る
内
閣
的
規
律

の
最
高
基
準
で
あ
る
c

品
、
で
特
に
注
意
を
mー
す
る
財
が
あ
る
。
印
ち
則
市
宜
主
足
主
義
印
ち
賛
別
補
償
ヒ
義
は
、
決
し
て
た
だ
車
純
に

最
低
憤
怖
に
よ
っ
て
の
供
給
を
意
味
す
る
も
の
?
も
た
け
れ
ば
、
又
更
に
そ
れ
は
利
潤
を
追
求
す
る
こ
と
友
く
し
て
単
に
費
用
が
償

格
に
よ
っ
て
補
償
さ
れ
る
こ
と
を
求
む
る
に
止
ま
る
と
い
ム
性
質
の
も
の
で
も
な
い
の
で
あ
る
。
そ
の
本
質
は
、
費
川
同
復
の
侠
一
件

が
定
た
さ
れ
る
限
り
、
と
れ
を
傑
件
ー
と
し
て
、
可
及
的
大
量
に

E
つ
可
及
的
に
低
廉
傾
格
の
供
給
が
行
は
れ
る
こ
と
を
迫
求
す
る
に

あ
る
。
企
業
的
生
産
で
あ
り
、
金
業
的
供
給
で
あ
る
限
り
、

一
般
に
針
慣
が
そ
の
供
給
の
僚
件
主
成
す
黙
に
於
て
此
の
揚
A
口
も
皆
利

主
義
企
業
の
場
合
と
異
る
と
と
ら
は
在
い
。
け
れ
ど
も
、
質
上
金
と
費
肘
と
の
聞
に
於
け
る
最
大
可
能
的
な
る
積
何
倒
的
残
徐
の
成
立

を
可
能
に
す
る
意
味
で
の
封
債
で
は
な
く
、
疋
に
砲
丸
肘
の
同
復
に
相
営
す
る
捌
慣
が
此
の
揚
合
の
僚
件
に
な
る
。
か
く
て
此
の
僚
件

は
重
要
で
あ
る
け
れ

E
も
、
更
に
進
ん
で
可
及
的
低
廉
に
し
て

H
つ
犬
量
な
る
生
産
従
っ
て
供
給
が
、
此
白
財
要
充
足
主
義
の
企
業

に
於
て
迫
求
心
剥
製
に
た
ら
ね
ば
友
ら
泣
い
。

い
は
ピ
、
此
の
原
理
は
、
肱
百
利
主
義
が
曜
に
利
潤
を
契
機
と
せ
る
間
平
成
原
理
で
あ
る

に
封
し
、
費
刷
、
価
格
及
び
供
給
(
乃
至
生
き
数
量
の
三
つ
の
契
機
に
闘
す
る
制
約
的
要
求
を
合
む
と
と
る
の
複
成
収
現
で
あ
る
と

い
へ
句
向
。
財
梨
充
足
主
義
の
性
格
を
か
、
る
も
の
と
し
て
見
る
と
と
は
、
財
要
吉
足
主
義
を
し
て
、
企
業
的
活
動
開

ι扮
す
る
一
つ

企
業
原
理
と
企
業
規
模

第
五
十
三
巻

バ、

備

品指

*三つの契槽円相互均衡闇係にワいでは蕊に詳論するこ ξを省〈。
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の
均
術
的
安
定
原
理
た
ら
し
め
る
に
閥
聯
し
て
概
め
て
重
要
在
意
義
左
右
し
て
ゐ
る
。
若
し
財
要
充
足
主
義
の
一
内
閣
的
機
構
が
右
の

如
曹
複
成
性
0
・
も
白
で
夜
九
U

在
ら
ば
、
そ
れ
は
企
業
の
具
岡
田
的
、
経
験
的
な
る
安
定
原
理
た
り
得
な
い
。

企
業
の
内
国
的
指
導
原
却
に
は
二
つ
の
範
時
が
可
能
で
あ
り
、
こ
れ
に
感
じ
て
二
ワ
の
範
時
の
企
業
が
成
立
す
る
。
替
利
主
義
金

業
と
財
市
立
充
足
主
義
合
議
L
乙
で
あ
る
。
経
利
主
義
企
業
は
い
ふ
ま
で
も
な
〈
、
所
調
高
度
資
本
主
義
時
代
の
代
表
的
支
配
的
形
態
で

あ
る
。
と
れ
に
桝
制
し
て
、
現
貨
の
世
界
で
企
業
が
一
両
度
強
力
な
る
公
ハ
俳
優
先
的
思
制
白
影
響
の
ド
に
立
た
さ
れ
る
揚
合
に
、

h
r
業
所

動
白
内
面
的
原
理
と
し
て
財
要
充
足
主
義
の
重
要
性
が
加
は
る
必
然
性
を
認
め
る
己
と
が
山
川
来
る
。

企
業
は
右
の
如
く
に
、
そ
れ
に
内
在
す
る
性
格
基
礎
の
具
る
に
従
品
、
そ
り
祈
動
遇
制
慌
の
上
の
内
而
的
規
律
形
態
に
就
て
も
相
互

の
間
に
種
々
手
車
一
要
注
差
異
鞘
主
持
つ
に
至
る
。
本
稿
の
主
た
る
趣
旨
は
企
業
白
規
模
の
決
定
に
附
し
て
二
範
鴨
の
企
業
の
夫
々
に
見

ら
る
L
同
有
性
を
割
比
的
忙
考
祭
し
ゃ
う
と
す
る
に
あ
る
。

二
つ
の
費
用
法
則

持
利
主
義
企
業
正
財
要
充
口
広
主
義
企
業
と
の
問
に
は
そ
の
荊
動
過
稗
に
劃
す
る
内
部
的
規
律
形
態
に
闘
し
て
稿
々
軍
要
注
相
互
の

差
異
描
が
あ
る
が
、
そ
の
反
而
に
は
附
者
の
共
通
描
も
少
く
な
い
。
そ
の
共
通
瓢
の
中
で
特
に
重
要
在
る
も
の
t
A

一
は
生
産
費
節
約

の
要
求
で
あ
る
。
尤
も
そ
れ
は
絶
針
的
注
意
味
む
節
約
で
は
友
い
。
二
範
時
の
一
企
業
、
に
共
通
な
要
求
と
し
て
と
L
K
掲
げ
ら
れ
る
と

己
ち
の
費
用
の
節
約
と
は
、

一
企
業
に
就
て
一
単
位
時
の
憤
格
と
生
産
線
量
と
の
三
因
子
の
一
定
性
を
前
提
に
し
た
揚
合
、

一
単
位

時
の
営
設
一
定
生
産
綿
量
が
可
及
的
小
額
な
る
線
費
用
を
以
て
生
産
さ
れ
る
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。
蓋
し
、
世
づ
替
利
主
義
企
業
に

就
て
見
れ
ば
、
か

L
Z
揚
合
に
、
賞
該
一
企
業
白
話
談
一
単
位
時
白
積
極
的
利
潤
は
毎
々
大
と
友
る
か
、
乃
五
は
そ

O
消
同
倒
的
利
潤



(
損
失
)
は
益
々
小
と
な
る
結
果
を
生
じ
、
そ
白
限
り
に
於
て
そ
れ
は
皆
利
主
義
の
最
高
可
能
的
満
足
を
意
味
す
る
こ
と
忙
友
る
。
λ

{

，

利
潤
を
の
と
し
、
使
絡
を
聞
と
し
、

一
明
位
時
生
産
費
総
額

E
同
と
す
る
左
ら
ば
、
。
l
宮
l
同
校

一
単
位
時
生
産
総
量
を
M
Y
とし、

Z
聞
係
が
成
立
つ
。
℃
封
印
ち
一
定
単
位
時
の
由
民
上
総
額
は
前
提
に
従
っ
て
一
定
し
た
大
き
さ
で
あ
る
。
だ
か
ら
の
の
積
似
的
文
は
泊

根
的
な
る
犬
き
さ
は
同
の
大
き
さ
如
何
に
よ
っ
て
定
士
る
。
更
に
、
則
市
貫
克
足
主
義
的
企
業
に
あ
り
て
は
、
既
に
油
ぺ
た
る
如
く
そ

の
指
導
原
理
に
含
ま
れ
る
根
本
的
要
求
が
費
用
、
債
格
及
び
生
産
量
の
三
元
的
契
機
に
闘
す
る
綜
合
的
最
大
満
足
忙
あ
る
が
故
に
、

費
用
白
可
及
的
低
廉
と
い
ふ
偏
而
的
結
果
の
み
に
首
一
夜
企
業
的
活
動
慨
に
割
す
る
楳
本
的
要
求
心
具
時
的
満
足
度
を
意
味
す
Z
杢
同

し
か
し
、
既
に
債
格
と
生
産
量
と
の
一
定
が
前
提
さ
れ
て
ゐ
る
限
b
に
於
て
、
生
産
費
抽
抑

制
酬
の
可
及
的
小
額
程
る
こ
と
、
部
ち
従
っ
て
草
枕
費
用
の
可
及
的
小
額
な
る
と
と
は
、
所
興
の
前
提
下
に
於
け
る
財
要
定
足
主
義
の

的
経
済
成
結
が
依
存
す
る
り
で
は
な
い
。

最
高
可
能
的
満
足
主
意
味
す
る
杢
而
的
経
枠
成
杭
が
成
立
し
た
結
果
を
質
す
の
で
あ
る
。
以
上
の
如
き
内
容
を
輿
へ
ら
れ
た
突
川
前

約
一
の
要
求
を
節
約
原
理
工

E
α
r
s
o自
民
吉
岡
山
田
空
モ
)
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。
節
約
原
理
の
内
容
構
成
に
於
て
肌
え
ら
れ
た
前
提
は
、
凡

で
の
企
業
に
就
て
一
般
に
現
昔
、
的
安
常
性
を
有
す
る
も
の
と
認
め
得
ら
れ
る
。
か
く
て
節
約
原
理
は
二
範
鴨
の
企
業
を
共
通
に
支
配

す
る
一
根
本
的
原
理
で
あ
る
と
い
へ
る
。

か
く
て
、
簡
約
原
理
は
企
業
者
の
立
場
に
と
り
極
め
て
重
要
注
意
義
左
右
す
る
管
理
原
埋
で
あ
る
が
、
そ
の
賓
践
的
作
附
は
無
保

件
自
律
性
の
も
の
で
は
な
く
て
、
種
々
白
外
的
法
則
に
制
約
さ
れ
る
。
就
中
重
要
注
も
の
は
三
つ
の
費
用
法
別
で
あ
る
。

刑
法
則
は
普
通
に
「
組
織
に
上
る
節
約
D
法
則
」

(-Z
色
白
。
5
2
5
0品
2
5
Eロ
)
と
い
は
れ
る
も
の
で
あ
る
。
他
は
、
『
操
業
度
へ

の
経
樫
費
用
の
依
存
の
法
則
』
(
ロ

E
P
E
N
品。同〉
F
官
官

m
E向
島

mHMWOEFPEag
苦
言
回
虫
岳
民
官
官
回
開

mmE&ゐ
又
は
『
費
用
総
遇
措
型
動
。

一
つ
の
費

3
 

法
則
』
目

E

F注
N
昔
:
z
n
r
E
E
S
同

C
U
E
Zユ
EP)と
名
づ
け
得
る
も
の
で
あ
る
。
己
れ
ら
二
つ
の
費
用
法
則
は
執
れ
も
法
則
そ
の

A

世
業
原
理
と
企
業
規
模

第
三
輯

五

第
五
十
一
一
一
巻

F又
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企
業
原
理
と
企
業
制
模

第
五
十
三
巻

第

拙

ノ、

丹、

l~ 

も
の
止
し
T
夫
々
に
獅
自
由
窓
義
を
持
う
て
ゐ
る
が
、
そ
の
具
般
的
、
現
賓
的
作
川
は
相
互
に
他
の
法
則
の
制
約
を
受
け
て
成
主
す

る
。
印
ち
、
そ
の
聞
に
は
M

憎
め
て
密
接
な
相
互
闘
係
が
あ
っ
て
、
執
れ
も
他
の
法
則
の
現
資
的
作
川
を
前
提
し
て
、
始
め
て
夫
々
の

現
賞
作
川
を
具
健
的
に
把
握
し
得
る
に
至
る
も
の
で
あ
る
。

組
織
に
上
る
節
約
白
法
則
と
は
、
企
業
の
規
模
が
え
た
る
程

一
般
に
そ
の
生
産
物
の
早
位
費
用
が
続
々
低
下
す
る
と
の
経
験
的

事
責
を
根
原
的
内
務
に
し
た
る
法
別
で
あ
る
。
と
こ
に
企
業
の
規
模
と
は
企
業
の
基
礎
的
同
定
的
投
資
、
即
ち
短
期
間
に
そ
の
一
結
合

内
容
の
本
質
的
経
動
を
生
ぜ
ざ
る
積
類
の
生
産
要
素
に
到
す
る
企
業
的
資
本
、
約
言
す
れ
ば
企
業
の
基
礎
的
設
備
資
本
の
大
雪
さ
を

意
味
し
て
ゐ
る
。
右
の
法
則
の
内
容
的
事
責
は
、

H
「
く
か
ら
皐
者
の
著
眼
す
る
と
己
ろ
に
在
っ
て
ゐ
た
。
そ
の
貼
で
特
忙
注
目
す
べ

き
も
の
に
は
ミ
ル
の
此
の
問
題
に
闘
す
る
組
織
的
考
察
が

b
る
。
そ
の
後
、
英
米
系
の
粧
品
阿
聞
字
書
白

k
で
、
同
ヒ
問
題
が
繰
り
返
し

て
熱
心
に
取
扱
は
れ
た
が
、
就
中
、
バ
ロ
ッ
ク
、
ダ
ヴ
エ
ン
ポ

l
ト
、
カ

1
バ
ー
が
己
れ
に
闘
し
て
、
夫
々
『
組
織
に
上
る
筒
約
白

法
則
』
、
『
利
続
と
規
模
の
法
則
』

(
4
E
E毛
O
E
E
E
m
m
m
E品
目
、
心
、
『
大
小
規
模
。
生
産
D
比
較
節
約
に
闘
す
る
法
則
』
(
=
こ

2

5
5
E
P
Z
:
:
r
g
E官
E
5
2
3
2
4
L
F
m
m
E
-
2
5
E
詩
書
官
。

-E255
在
る
名
稽
を
胆
(
へ
、
執
れ
も
と
の
法
則
的
現
象
を

費
用
と
牧
山
止
と
り
聞
の
闘
係
に
就
て
の
他
心
一
ワ
の
東
要
法
則
現
象
た
る
報
酬
漉
減
法
則
ヨ
Z
F
4
0内
出

5
5
5
5
m
F
E
D
)、
又

と
針
比
し
て
、
そ
の
聞
の
同
時
問
主
検
討
し
た
E
と
は
、
注
目
す
べ
き

は
諸
要
素
比
例
白
法
則

(4zre句
。
叫
吋
E
宮

5
3
c『
凶

2
0
5
z
)

皐
史
的
事
寅
で
あ
る
。

調
品
埠
に
於
て
も
プ
ユ
ヒ
ャ
ー
が
、
よ
り
完
全
な
る
生
産
方
式
即
ち
よ
り
大
な
る
規
模
心
生
産
方
式
の
奮
す
利
益
と
そ
白
利
佐
賀
現

の
潟
の
制
約
僚
件
と
を
語
る
と
と
ろ
り
所
謂
「
L
へ
量
生
径
の
法
則
』
(
口
一
容
の
の
量
N
F『
出

5
0
5官。
E
E
B
)
を
明
へ
て
が
ら
、
そ
白
内
容

に
於
て
組
織
に
よ
る
節
約
D
法
則
と
司
じ
問
題
に
流
き
大
い
に
事
界
の
任
意
が
喚
起
さ
れ
た
こ
と
は
周
知
の
と
三
ろ
で
あ
る
。
プ
ユ

MiJl， J. S_， Principles of Politi印 1F.仁onomy，IS4S， Rook r.' Chap. JX 
Dnvenport， H. J.，“Proportions of Factors-Advantage and Siz.e，" Quarterly 
Journal， I909， p. 591 et seq 
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ヒ
ヤ

3

が
お
の
法
則
に
よ
っ
て
続
き
得
た
る
所
は
、
主
と
し
て
は
寧
ゐ
未
だ
報
酬
嘘
減
又
は
生
産
諸
要
素
比
例
の
問
題
心
範
閣
を
股

し
川
げ
ざ
る
も
の
と
せ
ね
ば
な
ら
血
が
。
唱
し
か
し
え
此
の
法
則
が
一
一
凹
に
於
て
は
大
規
模
生
産
方
式
む
特
別
利
訴
を
客
矧
的
に
栴
摘
し

て
ゐ
る
も
り
で
あ
る
己
と
を
否
み
制
作
な
い
。
蓋
し
、
此
の
法
M
J
E諮
る
に
際
し
て
、
著
者
の
注
意
は
専
ら
不
完
全
在
る
生
産
方
式
を

よ
り
完
卒
一
在
る
も
の
に
泣
き
換
え
る
こ
と
の
問
題
に
捉
へ
ら
れ
て
ゐ
た
の
で
あ
り
、
日
っ
そ
の
第
一
法
則
は
所
謂
「
利
川
闘
』
(
骨

ZENunzoE
骨
同
冨
忠
品
目
官
。

E
E
C白
)
主
語
る
こ
と
に
よ
っ
て
明
ら
に
じ
へ
規
模
生
苛
の
特
別
利
徒
主
指
摘
し
て
ゐ
る
。

大
規
桟
生
産
十
♂
式
が
生
産
物
車
位
費
用
を
節
約
せ
し
む
み
根
協
に
つ
い
て
は
、
種
々
な
る
方
而
か
ら
こ
れ
を
設
問
す
る
こ
と
が
出

来
る
し
、
叉
諸
問
申
者
に
よ
っ
て
詳
制
に
検
討
さ
れ
て
ゐ
弘
。
今
史
め
て
同
じ
問
題
》
論
や
る
と
み
一
は
挫
け
る
け
れ
ど
も
、
そ
こ
に
生

宇
る
特
別
の
利
続
は
、
首
該
大
規
模
企
業
が
そ
れ
白
慨
に
同
有
す
る
力
か
ら
生
宇
る
も
の
で
あ
る
と
と
は
こ
れ
を
明
か
に
し
て
置
か

ね
ば
な
ら
由
。
却
ち
、
枇
曾
全
世
若
く
は
首
該
産
業
部
門
の
上
の
生
産
減
少
が
起
己
る
場
合
に
も
、
大
規
模
企
業
の
生
産
に
同
有
の

特
別
利
訴
は
成
立
し
得
る
の
で
あ
る
。

マ
ー
シ
ャ
ル
に
…
従
つ
で
、

大
規
模
企
業
の
利
保
は
と
れ
を
内
部
節
約

(
E
5
5
R

か
く
て

nnog--に
局
す
る
も
り
と
し
、
こ
れ
を
産
業
全
般
の

k
o務
遣
に
依
存
し
て
起
る
利
篠
山
ち
外
部
節
約
(
E
R
E
L
m
s
g
E
E
)
と
陣
別

し
て
取
扱
ふ
の
が
遁
世
で
あ
る
の
刊
し
て
、
大
規
模
企
業
の
利
綻
を
合
め
て
一
般
に
内
部
筒
約
白
根
様
と
た
る
諸
要
素
O
耕
一
糸
づ
け

は
種
々
な
る
方
法
を
以
て
行
は
れ
得
る
け
れ
ど
も
、
己
れ
を
最
も
簡
約
す
れ
ば
次
の
二
つ
の
要
素
忙
還
元
し
得
る
で
あ
ち
う
。
即
ち

犬
規
模
生
産
の
特
別
利
袋
は
生
産
係
数
の
低
下
L
」
生
産
諸
要
素
支
排
岡
山
格
の
低
下
と
に
依
存
し
で
生
宇
る
と
い
へ
る
。

そ
の
根
壊
の
詳
細
な
る
検
討
は
姑
く
措
く
と
し
て
も
、
と
も
か
く
企
業
の
車
枕
生
張
費
が
規
模
の
函
放
で
る
る
と
の
法
則
を
前
提

し
て
、
企
業
の
況
模
白
決
定
は
企
業
者
に
謀
せ
ら
れ
た
主
要
問
題
と
た
る
。
た
だ
、
早
依
費
問
は
企
業
白
一
規
模
の
み
に
伏
仔
ナ
る
D

で
は
た
〈
、
況
や
又
企
業
者
の
究
極
的
問
題
は
遊
離
的
に
見
ら
れ
た
同
単
位
費
用
白
上
の
み
に
係
は
っ
て
ゐ
る
も
の
で
は
友
い
。
企
業

企
業
原
理
と
企
業
規
模

第
五
+
=
一
巻
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企
業
原
理
と
企
業
規
模

第
五
十
三
巻

第
三
挽

二
八
六

F、

者
は
聞
係
諸
要
素
の
綜
合
的
考
慮
に
よ
っ

τ具
慌
的
現
貴
闘
係
の
上
に
於
け
る
企
業
規
模
決
定
の
問
題
主
解
決
せ
ね
ば
左
ら
ぬ
。

規
模
と
同
じ

f
企
業
の
内
部
的
事
情
に
し
て
企
業
的
生
産
費
を
制
約
す
る
も
り
は
企
業
の
操
業
度
で
あ
る
。
こ
れ
に
闘
し
て
先
に

言
及
せ
る
如
〈
王
口
々
は
「
操
業
度
へ
の
一
絞
替
費
用
依
存
性
の
法
則
』
を
持
つ
の
で
あ
る
。
此
の
法
則
は
根
照
的
忙
は
、
総
生
産
量
に
針

す
る
練
費
用
の
閥
係
が
ャ
一
般
に
操
4
高
度
の
移
動
江
舷
じ
て
一
定
の
様
相
に
竣
動
す
る
と
の
経
験
的
事
貫
主
内
容
に
し
て
ゐ

h
o
か
ιゐ

る
事
責
D
法
則
性
は
プ
ユ

1
ヒ
ヤ

I

U
大
量
生
産
の
法
則
の
中
に
も
慣
れ
ら
れ
て
ゐ
る
が
、
終
日
営
曜
の
範
開
忙
於
て
は
、
シ
ユ
マ

l

レ
ン
バ
ッ
ハ
が
、
経
営
経
消
の
目
的

ι役
立
ち
得
る
や
う
に
費
用
後
展
の
内
容
を
明
か
に
す
る
に
は
操
業
度
比
劃
す
る
組
費
用
の
依

存
関
係
を
究
明
寸
る
こ
と
が
第
一
に
必
要
で
あ
る
と
し
、
己
れ
に
闘
し
て
自
ら
情
到
左
右
与
察
を
試
み
た
己
と
が
最
も
有
力
た
直
接

動
機
を
成
し
も
、
操
業
皮
と
費
用
と
り
閥
係
は
斯
皐
白
一
重
要
問
題
と
な
っ
た
。

操
業
皮
と
費
用
と
の
閥
係
の
問
題
は
、
企
業
白
某
礎
的
同
定
設
備
資
本
が
一
定
さ
れ
た
前
提
に
起
る
と
こ
る
の
生
産
量
心
境
動
に

件
ふ
練
費
用
相
の
問
題
で
あ
る
。
印
ち
結
局
、
間
接
的
生
産
諸
要
素
を
二
え
舗
に
置
い
て
他
の
諸
要
素
を
増
加
す
る
E
と
に
よ
り
生

宇
る
と
こ
る
の
生
産
費
用
と
生
産
量
と
の
閥
係
の
問
題
に
属
し
て
ゐ
る
。
か
〈
て
、
此
白
意
味
の
費
用
現
象
が
存
在
す
る
と
と
の
問

題
は
-
般
粧
消
閑
宇
の
上
で
土
地
報
酬
遁
減
の
法
則

(
E
m
F
E
R
E自
号
口
。
r
z
E
E
d
因
。
骨
ロ
ゆ
号
晶
)
と
し
て
夙
に
諸
草
者
の
注
意
を
怒

い
た
問
題
が
成
義
に
解
制
拝
さ
れ
た
揚
合
の
一
部
に
他
在
ら
な
い
。
そ
れ
が
最
も
炭
義
に
解
剖
押
さ
れ
る
友
ら
ば
、
祉
合
経
済
全
憾
の
上

に
於
け
る
生
産
摘
張
が
財
貨
逼
迫
白
原
岨
に
影
響
さ
れ
て
、

る
。
と
も
か
く
、
費
目
と
操
業
度
白
法
川
の
木
賞
は
、
シ
ユ
マ
I
レ
ン
バ
ッ
ハ
以
来
の
経
世
事
者
に
上
う
て
始
め
て
著
限
さ
れ
た
も

一
定
段
階
か
ら
牧
徒
遁
減
の
現
象
を
生
や
る
場
合
を
も
合
む
か
ら
で
あ

心
で
な
い
と
と
は
い
ふ
ま
で
も
た
い
。
た
だ
彼
等
に
上
っ
て
此
の
問
題
が
一
厨
具
閥
的
に
目
つ
乙
れ
が
究
明
を
原
債
計
算
の
焚
遣
に

役
立
た
し
め

Z
寅
用
的
意
闘
を
以
て
取
扱
は
れ
る
に
至
っ
た
に
過
す
友
い
。
人
7

此
の
法
則
自
本
質
的
意
味
を
要
約
す
れ
ば
、
弐
白
如

Bucher， K.， a. a. O. S 五02
Robinson， A.， The Structure of Competihve Industry， 1931， Chap. II. 
Mflr!>hall. A.. Principles of Economics. 1916， Book IV Chap. XI 
Cottl-ottliJienfeld， Fr. Y.， ¥Virtschaft und Technil勺 GdS.II. Abt. II. TeiJ， 
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昔
一
般
的
形
態
を
以
て
去
は
す
こ
と
が
出
来
る
。

企
業
白
間
接
的
生
産
要
素
(
問
定
的
設
備
資
本
)
を
一
定
割
に
保
ち
ナ
一
と
れ
に
結
合
す
る
直
接
的
生
産
要
素
額
を
増
加
す
る
方
法
に
よ

り
一
期
間
の
生
産
自
主
を
種
々
の
程
度
に
塙
加
す
る
揚
合
、
総
生
産
費
は
刊
単
調
に
榊
加
す
る
生
産
景
の
岡
教
と
し
て
設
展
す
る
。
一
定

額
の
同
定
的
設
備
資
本
の
上
に
生
十
る
失
々
の
一
期
間
的
生
産
量
を
操
業
度
(
F
E
}凶
器
電
話
mmHE)
と
呼
ば
う
。
操
業
度
が
零
賄
工
り

出
裂
し
て
其
の
品
目
展
が
-
定
時
捕
に
速
す
る
ま
で
、
線
生
産
費
は
遁
滅
的
忙
(
操
業
度
柑
加
率
よ
り
小
な
る
事
に
て
〕
増
加
す
る
。
操
業
皮
が

更
に
榊
加
す
れ
ば
綿
費
削
は
遮
増
的
に
(
操
業
度
噌
加
事
よ
り
大
な
る
事
に
て
)
日
明
加
す
る
段
階
に
入
る
。
遁
減
的
段
階
よ
り
遁
増
的
段
階

江
時
中
る
中
聞
に
は
何
ら
か
の
範
閣
を
以
て
練
費
用
が
比
例
的
に
山
田
川
加
ナ
る
(
糟
費
用
噌
加
事
が
操
業
度
哨
加
辛
に
一
散
す
る
)
段
階
が
認

め
ら
れ
る
。
以
上
の
如
雪
線
費
用
の
縫
動
様
相
は
草
枕
費
用
に
験
動
的
影
響
を
興
へ
る
が
、
練
費
用
の
比
例
的
設
展
段
階
に
於
て
、

阜
位
生
産
費
は
可
能
的
最
小
を
貫
現
す
る
。
草
枕
生
産
費
最
小
を
賞
現
す
る
操
業
度
環
展
段
階
を
遁
正
操
業
度
一
と
呼
ば
う
。
遁
正
操

業
度
は
操
業
度
の
唆
動
に
伴
ふ
総
坐
産
費
の
函
数
的
措
以
展
過
粍
が
、
遁
減
的
段
階
よ
り
遁
情
的
段
階
に
移
行
す
る
締
同
拙
に
よ
っ
て

不
さ
れ
る
。

以
上
の
如
〈
、
企
業
的
生
産
に
於
け
る
費
問
を
繰
っ
て
、
組
織
に
よ
る
節
約
の
法
川
川
と
操
業
度
へ
の
統
皆
費
用
の
依
存
性
の
法
則

と
り
二
費
用
法
則
が
存
在
し
て
ゐ
る
が
、
と
れ
を
認
め
る
己
と
に
よ
っ
て
吾
々
は
全
業
的
生
産
に
於
け
る
車
位
費
川
が
企
業
規
模
と

企
業
操
業
度
と
白
二
軍
契
機
に
制
約
さ
れ
て
決
定
さ
れ
る
と
と
を
知
る
。
邸
ち
同
一
規
模
に
よ
る
生
産
で
も
操
業
度
が
呉
れ
ば
単
位

費
用
に
差
等
を
生
中
る
と
と
を
知
る
の
で
あ
り
、
か
く
て
組
織
に
よ
る
節
約
の
法
則
が
一
般
に
犬
規
模
企
業
に
特
別
の
有
利
性
を
興

へ
る
傾
向
が
あ
る
に
し
て
も
、
そ
の
利
ht
が
現
賓
に
成
立
す
る
震
に
は
操
業
度
が
一
定
の
段
階
に
達
す
る
必
要
が
あ
札
。

二
つ
の
費
刑
法
則
を
指
摘
し
た
が
、
こ
れ
ら
二
法
則
の
作
川
は
節
約
原
理
の
追
求

金
業
管
理
に
於
け
る
節
約
版
理
に
関
係
し
て
、

企
業
原
理
と
企
業
規
模

部
玉
十
=
一
巷

ノ又
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企
業
原
理
と
企
業
規
模

結

F
T
1

十
三
巻

第
三
鏡

四
O 

"、
iI. 

を
制
約
す
る
忙
閥
聯
し
て
特
に
市
場
経
済
に
於
け
る
企
業
規
模
の
濯
揮
的
決
定
機
構
に
と
っ
て
不
可
快
の
要
素
に
友
呂
。
進
ん
で
此

の
企
業
規
杭
白
決
定
の
問
題
を
考
察
し
ゃ
う
と
忠
ふ
。

市
場
経
済
に
於
け
る
企
業
規
模
の
決
定

以
下
、
市
場
経
怖
に
於
て
そ
の
新
設
を
計
劃
さ
れ
る
企
業
の
規
模
を
選
弾
的
に
決
定
す
る
考
慮
の
門
面
的
機
構
に
耽
て
考
察
L
や

ぅ
。
既
に
、
企
業
の
究
極
的
目
標
原
理
に
就
て
述
べ
た
と
己
ろ
か
ら
明
か
た
る
如
く
節
約
保
理
は
決
し
て
企
業
白
究
版
原
却
で
は
悲

く
、
そ
れ
は
い
は
ピ
企
業
の
技
術
原
理
で
あ
る
。
帥
ち
、
費
川
が
草
狽
遊
離
的
契
機
と
し
て
布
揚
絞
怖
に
於
け
る
企
業
の
規
模
を
決

定
せ
し
め
る
こ
と
は
山
内
来
左
ぃ
。
故
に
、
組
織
に
よ
る
節
約
り
法
則
に
基
い
て
節
約
原
岨
の
み
を
氾
求
す
る
揚
合
に
町
民
企
業
の
規
模

の
蛾
大
に
一
定
の
制
限
期
が
あ
る
け
れ
ど
も
、
そ
れ
が
也
ち
に
市
場
終
滑
に
於
け
る
企
業
規
模
の
計
建
的
決
定
割
に
た
る
の
で
は
な

い
。
市
揚
純
情
に
於
け
る
企
業
規
模
の
計
章
一
的
決
定
の
鴻
に
は
、
夫
々
の
企
業
照
叫
に
遁
臨
し
て
費
削
以
外
白
他
の
諸
要
素
を
も
結

ぴ
併
せ
究
る
綜
合
的
考
慮
を
行
は
ね
ば
な
ら
由
。

既
に
述
べ
た
る
如
く
、
規
棋
の
高
岡
田
此
に
件
ム
平
位
生
産
費
む
γ

凶
激
的
改
展
欣
態
の
み
に
よ
っ
て
市
場
経
怖
に
於
け
る
企
業
規
模
の
一

計
割
的
選
揮
が
究
械
的
に
決
定
さ
れ
る
の
で
は
友
ぃ
。
け
れ
ど
も
、
抽
象
よ
り
真
山
閣
に
進
む
方
法
を
と
る
溺
に
、
五
日
々
は
光
づ
第
一

に
、
企
業
の
規
模
の
決
定
に
封
す
る
費
用
の
側
め
制
約
を
考
出
血
せ
ね
ば
た
ら
由
。
印
ち
、
各
生
産
量
に
相
膝
し
て
最
低
単
位
生
産
費

を
保
詮
す
る
や
う
に
司
書
さ
れ
る
企
業
規
模
か
ら
生
産
量
の
増
加
的
殻
展
に
仲
つ
亡
成
立
す
る
最
低
単
位
生
産
突
の
設
展
欣
態
を
明

か
に
せ
ね
ば
な
ら
む
。
己
れ
を
現
賓
の
一
長
期
的
費
川
毅
民
の
把
握
と
同
別
す
る
矯
に
、
計
量
E

費
用
心
残
畏
又
は
計
護
費
川
同
教
油
紋

ω
 

屯

E
E
E
m己
Z
E
E
E
Pロ
E
E
S
E
=。
)
の
碍
定
と
も
い
ふ
こ
と
が
問
来
る
ロ
此
の
曲
線
は
文
長
期
的
現
象
か
ら
時
間
の
影
響
を
捨
象
し

Vgl. Schmalenbach， E.， a. a. O. S. 29 
dD ;，生産最噌加と L、 d(ゆiD)) をこれに麿ずる穂生産費暫加分とすれば

主延D))は常に正である。クールノーは夙に 1838年に於て、ここに述べた如
dD 

'6) 
[7) 



て
考
へ
る
揚
合
に
於
け
る
筒
別
企
業
の
長
期
費
用
内
線
と
も
見
ら
れ
得
列
。

お
の
如
く
、
計
養
費
削
函
数
曲
線
を
把
握
す
る
に
首
つ
て
は
問
題
の
簡
単
を
則
す
る
偽
に
再
々
は
技
術
水
準
及
び
生
産
要
素
債
絡

等
生
産
貨
に
影
響
す
る
外
部
的
契
機
の
一
定
を
前
提
す
る
。
此
の
前
提
に
於
て
否
々
は
計
責
的
生
時
量
を
順
次
連
続
的
忙
榊
加
す
る
。

各
生
産
量
の
犬
々
に
針
し
て
可
能
的
最
低
単
位
生
産
費
を
保
詑
L
得
る
最
良
規
模
を
所
興
一
定
D
技
術
的
批
合
的
傑
件
干
に
見
出

す
と
と
が
川
来
弘
。
而
し
で
か
L
る
最
良
規
模
は
隈
格
に
は
各
生
琉
量
に
針
し
て
唯
一
つ
で
あ
る
。
各
最
良
規
模
の
企
業
に
封

L
・

操
業
皮
の
焚
展
に
際
じ
て
成
立
す
る
草
作
費
川
函
数
曲
線
が
、
夫
々
一
つ
の
抱
物
線
的
形
態
を
以
て
成
立
す
る
で
あ
ら
う
。
こ
の
己

目

と
は
操
業
度
へ
の
費
川
の
依
存
性
心
法
則
か
ら
了
解
さ
れ
る
。
か
く
て
、
各
生
産
量
に
制
限
す
る
最
良
規
模
が
保
首
す
る
最
低
早
位

生
産
費
は
大
々
必
や
有
の
抱
物
線
上
に
見
刊
さ
れ
る
告
で
あ
る
。
故
に
、
各
抱
物
線
上
に
あ
っ
て
各
生
産
量
に
割
腹
す
る
最
低
単
位

生
産
費
を
一
不
す
賠
の
軌
跡
を
遁
へ
ば
、
生
産
口
県
の
増
加
に
伴
ム
て
純
内
部
節
約
が
税
制
的
に
現
は
れ
る
限
り
の
程
度
迄
、
右
下
り
の

曲
線
が
帯
一
か
れ
る
で
あ
ら
う
。
此
の
曲
線
は
各
生
陪
量
に
針
し
て
計
要
さ
れ
る
最
良
規
模
に
よ
っ
て
各
生
産
量
毎
に
保
詮
さ
れ
る
最

低
四
早
位
生
産
費
、
即
ち
各
生
産
量
の
岡
敬
た
る
最
低
単
位
生
産
費
を
一
一
小
す
曲
線
、
却
ち
計
書
一
変
則
的
根
で
あ
る
G

此
の
曲
線
の
か
も
込

る
性
質
心
持
摘
は
、
此
の
曲
線
が
各
生
産
量
に
針
す
る
最
良
規
模
の
企
業
に
於
て
白
最
遡
操
業
度
に
よ
る
軍
費
軌
跡
の
曲
線
で
左
い

こ
と
を
明
か
に
す
る
舗
に
重
要
で
あ
る
。
右
の
二
つ
の
曲
線
は
互
に
全
く
別
物
で
あ
る
。
査
し
、
各
生
産
量
に
針
腔
す
る
最
低
限
位

生
産
費
が
如
何
た
る
規
模
の
口
恥
趨
操
業
皮
に
よ
っ
て
も
保
詮
さ
れ
中
、
反
っ
て
一
定
規
模
企
業
の
費
川
遊
滅
的
操
業
度
過
程
が
と
れ

め

を
可
能
な
ら
し
む
る
揚
合
が
あ
る
。

右
に
漣
ぷ
る
如
き
計
書
費
川
曲
線
の
性
質
に
よ
る
制
約
を
前
提
す
れ
ば
、
此
の
曲
線
上
の
各
揃
に
針
躍
す
る
操
業
皮
費
用
撒
物
線

の
勃
れ
も
が
此
の
曲
線
に
よ
っ
て
横
切
ら
れ
る
と
と
が
あ
っ
て
は
注
ら
血
。
荒
し
、
計
霊
費
用
曲
線
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
各
生
産
量

企
業
開
盟
?
と
企
業
規
模

第
五
十
三
舎

四

"、
九

第一一一掠
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企
業
原
理
主
企
業
親
模

樺
五
十
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巻

第
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四

相
営
白
最
低
単
位
生
産
費
よ
り
以
下
に
低
位
た
る
単
位
生
産
費
が
敦
れ
か
の
生
産
量
に
就
て
可
能
な
る
が
如
き
と
と
の
起
る
己
主
は

背
理
だ
か
ら
で
あ
る
。
却
ち
、
各
生
産
量
に
謝
し
て
最
良
在
る
企
業
規
模
は
、
恰
も
首
該
企
業
を
最
良
規
模
企
業
た
ら
し
め
る
一
定

生
産
量
に
於
ナ
一
計
歪
費
用
曲
線
に
切
ず
る
操
業
皮
費
用
抱
物
線
に
よ
っ
て
現
は
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
逆
に
計
喪
費
用
曲
線
は
各
生

産
量
に
叫
到
す
る
夫
々
の
最
良
規
模
企
業
の
操
業
皮
費
用
抱
物
線
が
夫
々
の
相
営
生
産
量
に
於
て
と
れ
と
切
す
る
包
絡
線
(24冊目。官)と

し
て
重
か
れ
る
も
の
で
あ
る
。
教
簡
明
的
に
は
、
計
要
費
用
曲
線
が
降
下
す
る
限
り
各
切
削
は
抱
物
繰
り
下
降
分
校
D
上
に
あ
る
。

若
し
ヴ
ア
イ
ナ
ー
の
考
へ
る
如
く
、
各
生
産
H

章
一
が
そ
の
量
に
と
り
で
最
良
友
る
規
模
の
企
業
か
ら
生
産
さ
れ
る
時
の
単
位
生
産
究

の
傾
向
を
現
は
す
も
の
と
さ
れ
る
長
期
生
産
費
曲
線
が
、
各
規
模
に
と
っ
て
の
最
低
単
位
生
産
費
の
諸
鮪
即
ち
抱
物
線
白
最
下
部
に

営
る
献
を
連
結
す
る
や
う
に
聾
か
れ
る
と
ナ
る
と
、
彼
自
ら
も
認
め
る
様
に
此
の
長
期
費
用
曲
線
が
各
焼
模
の
操
業
度
費
用
抱
物
線

を
横
切
る
揚
合
が
趨
り
得

h
o
此
り
と
と
は
、
そ
の
場
合
に
相
官
す
る
生
産
量
に
封
し
て
は
、
長
山
却
費
刑
曲
線
に
よ
っ
亡
一
不
さ
れ
る

単
位
費
用
よ
り
も
低
位
た
る
草
位
費
用
が
可
能
に
た
る
己
と
を
語
る
も
白
で
あ
っ
て
、

E
れ
は
配
に
彼
が
前
提
す
る
長
期
費
川
曲
線

の
佐
賀
と
矛
盾
す
る
。
ず
7
イ
ナ

l
は
此
の
難
劫
を
岡
地
す
る
穏
に
、
イ
h

の
如
く
重
か
れ
る
長
期
費
用
曲
線
は
、
恰
も
一
定
の
生
産

量
が
一
定
規
模
企
業
の
最
泊
操
業
肢
に
於
て
生
産
さ
れ
て
最
低
単
位
生
産
費
を
資
現
し
得
る
揚
合
に
就
て
の
み
意
味
を
右

L
、
抱
物

線
を
横
切
る
刊
朝
合
の
部
分
は
無
意
味
で
あ
る
と
寸
る
。
従
つ
で
長
期
費
閉
曲
線
は
各
生
産
量
の
小
増
加
分
毎
に
規
模
の
小
抜
大
の
修

正
に
℃
直
ち
に
そ
の
最
趨
操
業
度
主
蛍
該
生
産
且
互
に
使
間
し
得
る
如
昔
事
情
が
存
せ
ざ
る
場
人
口
に
は
、
長
期
費
用
曲
線
白
蓮
制
性
が

不
可
能
に
た
る
乙
と
を
認
め
て
ゐ
る
。
し
か
し
、
斯
の
如
き
は
恰
も
勃
れ
の
規
模
白
最
適
操
業
度
に
よ
っ
て
も
そ
れ
に
相
首
の
最
低

単
位
生
産
費
を
保
詮
さ
れ
ざ
る
生
産
量
に
就
て
の
最
低
単
悦
生
産
費
を
、
従
っ
て
叉
と
れ
に
相
歯
の
最
適
規
模
を
計
費
的
費
用
曲
線

よ
り
除
外
し
て
無
脱
す
る
結
果
と
た
る
。
要
す
る
に
が
7
イ
ナ
ー
の
長
期
生
産
費
曲
線
は
歪
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
各

Cf. Harrod， R. F.， The Law of Decreasing -Co叫 inThe Economj{J JourIlal， 
1931， p. 575. 22) Vgl. Au仔町田ann，J. D.， Der Grundung.splan， 1931， 
s. '33. z3) VgL 5chncider， E.， a. a. O. 58. 276-;;>.77・ ;;>.4) Cf. Harrod， 
R. F.， Ibid. 25) I-Iarrod， R. F.， Ibid 



筒
企
業
白
長
期
費
用
曲
線
又
は
計
童
費
用
曲
線
の
性
質
に
闘
す
る
正
し
き
理
解
の
快
如
に
基
〈
。

以
ヒ
の
如
〈
に
し
て
計
量
費
用
曲
線
が
確
定
さ
れ
た
る
後
に
そ
の
連
続
性
を
基
礎
に
し
て
と
れ
忙
針
臆
す
る
長
期
限
界
費
川
曲
線

を
求
め
友
け
れ
ば
在
ら
向
。
己
句
曲
線
は
、
各
日
主
宰
が
こ
れ
に
到
す
る
最
良
企
業
規
模
に
よ
っ
て
生
産
さ
れ
る
揚
合
に
、
各
基
礎

生
康
量
に
針
し

τ
の
生
産
量
一
一
単
位
増
加
が
計
書
さ
れ
る
と
と
に
基
く
総
生
産
費
の
増
加
分
を
現
は
し
、
世
帯
礎
生
産
景
一
の
同
数
で
あ

川Z
。
長
期
限
界
費
は
生
産
妥
素
結
合
方
法
が
新
横
大
生
産
に
針

L
、
規
模
及
操
業
皮
を
考
慮
し
て
所
興
保
件
下
に
最
善
の
組
織
を
持

つ
も
の
と
偲
定
し
て

一
一
噌
加
生
産
心
筋
に
生
中
る
遁
加
費
用
で
あ
り
、
同
定
設
備
費
用
分
を
も
合
む
。

市
場
経
済
に
於
け
る
企
業
の
規
模
の
決
定
白
潟
に
は
、
先
づ
計
実
費
川
曲
線
と
長
期
限
界
費
用
曲
線
と
を
得
た
後
に
、
更
に
と
れ

に
対
し
て
債
格
(
又
は
牧
益

F同

従
っ
て
、
此
の
段
階
の
考
慮
に
於
て
は
、
市
場
の
形
態
(
冨
耳
片
町
Z
E
)
が
目
別
さ
れ
て
同
時
っ
た
取
扱
を
受
け
れ
料
ば
在
ら
む
。
各
向
の
企

業
の
供
給
目
芝
生
産
量
)
が
市
場
依
格
に
興
へ
る
影
響
が
各
市
場
形
態
に
就
て
同
じ
く
な
い
か
ら
で
あ
も

計
費
企
業
が
寅
現
占
れ
た
場
合
の
市
場
形
態
と
し
て
種
々
た
る
も
の
が
可
能
で
あ
る
が
、
こ
ミ
で
は
そ
の
中
、
制
限
形
態
と
し
亡

の
長
期
均
術
的
完
杢
競
争
市
場
と
完
全
猫
占
市
場
と
の
二
つ
の
場
合
を
取
上
げ
、
然
る
後
そ
の
各
々
に
就
て
、
侍
利
主
義
と
財
要
吉

足
主
義
と
が
企
業
の
計
霊
的
規
模
の
選
探
的
決
定
に
如
何
に
影
響
す
る
か
を
見
ゃ
う
。

( 

) 

長
期
均
術
的
完
全
競
争
合
議
の
朕
態
に
於
て
。
此
の
場
合
に
は
企
業
原
理
が
符
利
主
義
で
あ
っ
て
も
、
財
要
充
足
主
義
で

あ
っ
て
も
、
計
書
企
業
白
規
模
は
結
局
‘
同
一
の
規
模
機
構
に
於
て
定
士
る
。
査
し
そ
れ
は
、
長
期
限
界
費
用
を
債
格
(
従
っ
て
此
の

場
合
に
於
け
る
限
界
牧
盆
)
と
一
致
せ
し
む
る
生
産
量
、
即
ち
他
面
か
ら
い
へ
ば
、
引
川
書
草
枕
出
乱
用
を
阿
川
格
と
一
致
せ
し
む
る
生
産
量
に

最
適
な
る
も
り
と
し
て
限
定
さ
れ
る
。
即
ち
計
害
一
草
枕
費
用
、
r
長
期
限
界
費
用
と
一
致
す
る
黙
は
長
期
最
低
草
位
費
削
姑
で
あ
る
が

企
業
陣
盟
企
企
業
規
模

害
一
九
十
三
春

事

境

九

凹

Harrod， R. F.， Doctcin出 ofImpelfect Competition， in Quartcrly' Journal 
of Economic5， 1934， p. 451. 27) Viner，].， Ibid.， S. 36. IIarrod， R. F_， 
Ibid 高周博士、組情と勢力、，84頁量照。
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企
業
匝
盟
と
企
業
規
模

LA 

D 

第

LM 

悶

y 

持
五
十
三
巷

九

第

競

匹J
IIY 

長
期
均
衡
的
完
全
競
争
は
、
附
別
格
を
此
の
長
期
最
低
草
枕
費
用
し
」
一
致
せ
し
め
る
に
主
る
か

x 

ら
.
有
の
二
つ
の
揚
合
に
生
産
量
は
同
一
で
あ
る
。

M M" 

第
一
同
に
於
て
長
期
限
界
費
削
曲
線
戸
出
向
は
慣
料
曲
線
り
と

οι
於
て
交
は
り
、
同
時
に
心

に
於
で
計
葺
費
川
曲
線
F
k
r
が
長
期
限
界
費
用
曲
線
口
出
と
交
は
る
。
引
書
企
業
白
規
模
は
心

に
相
首
す
る
生
産
量
。
冨
を
最
低
生
寛
容
(
わ
冨
忙
て
生
砕
す
る
に
泊
せ
る
規
模
む
も
の
と
し

て
限
定
さ
れ
る
。
蓋
し
、
牧
続
十
七
義
の
企
業
原
現
の
震
に
は
、
此
の
場
合
C
出
量
が
長
期
的

。
に
見
て
可
能
的
最
大
利
潤
の
要
求
を
渦
足
廿
し
め
る
。
又
費
用
補
償
l
一
義
の
企
業
原
岨
に
対

し
て
は
、
同
。
冨
量
の
生
産
は
、
可
能
的
最
低
白
費
用
補
償
畑
山
格
に
於
け
る
可
能
的
最
大
の
生
産
量
て

ι一
県
求
を
満
足
せ
し
め
る
も

の
で
あ
る
。

C
回
以
外
の
例
へ
ば
C
己
、
景
又
は

C
V司
、
の
生
産
に
て
は
、
単
位
突
川
が
侭
格
に
よ
っ
て
、
抽
附
内
耳
刑
が
綿
収
ハ
骨
に
よ
っ

( 

) 

で
柿
償
さ
る
べ
き
こ
と
の
製
求
が
満
足
さ
れ
な
い
。
。
冨
は
此
む
要
求
が
満
足
さ
れ
る
限
り
の
最
大
量
で
あ
る
。

完
会
純
白
企
業
の
欣
態
に
就
て
Q

計
書
企
業
が
完
全
獅
占
企
業
な
る
場
合
に
は
皆
利
主
義
企
業
と
財
一
安
充
足
主
義
企
業
と

を
分
け
で
別
々
に
取
奴
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
企
業
原
理
の
差
が
企
業
規
模
の
安
定
燦
件
を
異
な
ら
し
む
る
か
ら
で
あ
る
。

枠
内
利
主
義
企
業
の
揚
合
。
供
給
市
場
が
摘
占
形
態
の
場
合
に
は
、
債
格
は
供
給
量
即
ち
生
産
全
の
眠
調
に
低
下
す
る
同
教
と
し
て

務
旧
民
ナ
ム
。
か
く
て
、
限
界
牧
続
曲
線
は
常
に
俄
格
曲
線
を
下
廻
は
り
、
そ
の
先
矧
は
債
格
を
需
要
の
開
力
性
に
て
除
し
た
る
内
に

川
常
ナ
%
。
印
ち
、
伏
格
と
限
外
牧
(
仕
と
が
相
分
山
れ
る
。
計
喜
一
全
業
の
規
模
は
長
期
限
川
件
費
用
が
長
期
限
界
牧
続
と
一
致
せ
し
め

ら
れ
る
生
直
長
に
よ
っ
で
限
定
さ
れ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
企
業
の
規
模
の
横
山
択
が
長
大
利
潤
の
賦
に
迷
寸
九
。

か
く
し
て
定
ま
る
潤
占
的
計
葺
企
業
の
現
撲
と
給
制
的
最
低
単
位
生
産
持
規
模
(
最
通
規
模
)

と
の
側
係
は
一
織
で
な
い
。

Viner， J.， Ibid. 
その方1去は Rouin日 n，J-， The Economi.cs of Imperfect Competition， 1933， 
PP.32-33 
Schneider， E.， a. a. O. SS. 273-274， S. 281 
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需
要
心
弾
力
性
が
比
較
的
小
な
る
か
入
は
組
織
に
よ
る
壁
代
的
内
部
節
約
の
幅
が
比
較
的
大
友
る
か
の
産
業
部
門
忙
於
て
は
、
澗
占

官事岡

令

1..11 

的
最
大
利
ハ
叶
規
模
が
段
遡
規
模
以
下
に
定
ま
る
傾
向
が
弧
〈
(
第
二
岡
多
思
、
反
針
に
、
需
要
の

開
力
性
が
比
較
的
大
な
る
か
桝
点
的
内
部
節
約
の
幅
が
比
較
的
狭
い
か
の
性
質
を
持
つ
茸
業
部

門
に
亡
は
、
初
占
企
業
の
規
模
が
狽
市
白
利
徒
に
導
か
れ
て
回
収
泊
規
模
よ
り
大
在
る
引
に
定
ま

る
傾
向
が
唄
い
(
第
三
回
参
照
)
。
第
二
附
に
於
て
、
回
収
遁
規
模
は
心
、
(
計
埜
草
作
費
川
、
と
限
界
費
用
と

の
一
致
す
る
動
)
を
規
i'ん
す
る

C
出
、
白
生
産
号
一
に
相
討
す
る
規
模
に
於
て
定
ま
る
に
削
じ
て
、
澗

市
的
最
大
利
ハ
批
規
模
は
そ
れ
よ
り
以
下
の

ο(長
期
限
界
牧
盆

と
長
期
限
界
費
用
と
の
一
致
す
る
駄
)
を
規
定
す
る
生
産
量
。
一
両

LA 

D
「
川
叫

第

に
相
官
す
る
も
の
と
し
て
定
め
ら
れ
る
。
第
三
聞
に
於
て
、
調
占
的
最
大
利
続
規
模
卸
ち
。
己
最

LM  

に
相
官
す
る
規
模
は
最
遡
規
模
郎
ち
C
足
、
量
に
相
註
す
る
規
模
を
超
え
て
定
ま
る
。

川
問
要
充
足
主
薬
企
業
の
場
合
。
間
判
占
企
業
が
財
要
充
足
主
義
原
理
に
立
つ
も
の
在
る
時
に
は
、

計
書
一
平
位
費
川
を
債
格
に
一
致
せ
し
む
る
生
産
量
に
相
営
す
る
規
模
に
於
て
企
業
計
聾
が
安
定
す

岡

る
(
第
四
回
吾
郎
)
。
十
古
川
し
此
白
生
産
量
に
於
て
、
そ
の
場
合
の
総
費
川
が
、
そ
の
生
産
量
一
郎
ち
そ
の

y 

供
給
長
に
相
岱
し
て
定
ま
る
と
こ
ろ
の
一
、
而
し
て
此
の
場
合
に
最
低
在
る
草
枕
費
用
を
超
過
せ
ざ
る
慣
格
を
基
礎
に
し
た
る
総
収
徒

に
よ
っ
て
、
正
に
柿
附
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
第
四
附
に
於
て
慣
格
曲
線
ロ
は
計
書
単
位
特
一
川
曲
線
F
K戸と
(
U
K

於
て
交
は
り
、

οを
規

定
す
る
生
産
自
主
Q
云
に
相
討
し
工
此
の
場
合
の
企
業
規
模
が
定
ま
る
。
。
出
、
は
費
用
を
補
償
し
て
徐
剰
を
生
や
る
畑
山
格
を
成
生
せ
し

企
業
陣
理
と
企
業
規
模

め
る
と
同
時
に

O
肖
よ
り
生
産
初
小
で
あ
り
、
。
戸
内
、
、
は

C
Zよ
り
よ
へ
長
友
れ

E
も
、
こ
れ
に
於
て
は
そ
の
単
位
費
用
が
倒
絡
よ
り
大

四
五

情
五
十
一
一
一
巻

jc 
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企
業
原
理
と
企
業
規
模

第
五
十
=
巻

第
三
統

九
四

Eヨ
ノ、

ヌ

で
あ
っ
て
、
総
費
用
は
綿
牧
続
を
以
て
柿
償
さ
れ
得
在
い
。
か
〈
て
、
。
旨
量
は
巨
に
財
摸

LA 

充
足
主
義
の
要
求
を
満
足
せ
し
む
る
に
泊
し
た
企
業
規
模
を
成
立
せ
し
め
る
。

D 

第

c

h
に
一
つ
の
草
要
現
象
を
指
摘
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
印
ち
相
判
占
企
業
が
財
要
吉
足
主
義
原

間

ι立
つ
場
合
、
を
の
均
衡
的
規
模
は
皆
利
主
義
原
理
に
立
つ
揚
合
の
そ
れ
に
比
べ
て
、
よ

p~ 固

り
大
で
あ
る
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
次
白
如
く
で
あ
る
。
帥
ち
、
長
期
限
界
費

!¥ 

用
と
長
期
限
界
収
録
と
を
一
致
せ
し
め
る
生
産
量
に

o 

I.A 

て
定
ま
る
狛
占
伯
、
格
が
単
位
費
用
(
計
訓
草
枕
費
用
)
と

δ 

一
致
し
て
飴
剰
を
生
ぜ
由
債
格
と
同
一
の
も
の
た
ら
ざ
る
は
い
ふ
を
候
た
血
。
而
し
て
、
似

事事

LM 

品
析
が
単
位
費
削
と
一
致
し
て
正

ι潤
出
利
潤
を
生
ぜ
ざ
る
段
階
に
速
す
る
溺
に
、
債
格
が
低

ヨ王

下
す
る
(
叉
場
合
に
よ
り
て
同
時
に
酬
平
和
費
用
が
噌
加
す
る
)
に
至
る
保
件
と
し
で
は
、
更
に
生
産

圃

査
が
柄
加
し
、
規
模
白
増
ん
が
准
起
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
血
。

第
五
附
に
於
て
、
単
位
費
用
出
紋

F
P
と
需
要
曲
線
巴
正
交
は
る
心
賄
に
相
常
の
生
産

。
出
は
限
界
収
録
曲
線
と
限
界
授
川
曲
線
と
の
交
鞘

ρ
、
に
相
官
す
る
生
産
。
回
、
景
よ
り
大
で
あ
る
。
債
格
心
出
は
百
戸
、
よ
り
小
さ

ぃ
。
他
の
事
情
が
同
一
一
友
ら
ば
、
此
の
揚
合
、
財
要
充
足
主
義
原
理
は
皆
利
1
J
義
に
比
較
し
て
、
生
産
様
充
力
が
一
居
大
で
あ
る
と

い
へ
る
。
但
し
、
計
書
一
単
位
費
用
曲
線
の
右
上
り
の
段
階
に
於
て
均
衡
規
模
が
定
ま
る
揚
合
に
は
、
航
手
か
債
格
統
制
か
に
よ
っ
て

需
要
曲
線
の
低
下
を
見
ざ
る
限
り
、
生
産
要
素
む
浪
費
が
生
や
る
の
を
免
れ
友
い
。

ん

伊事

高岡t..cI、経済事概論.昭和工3!1:p.I63頁。
Robimon， J.， lbid.， PP.51-52. Ch田 nbedin，E.， The Theory of恥'lonopohshc
Competition， 1933. p. 77. 
Cf. Marchall， A.， Ibid， Book III Chap IV 
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